
ガスは 
ひ一 

アスパラ 
いかが？ 

ビ二ールハウスを通年利用し、冬の間アス

パラガスを栽培している「しうら型未来農業

研究会」会員の伊藤建夫さん（桂川）。取り組

んでから 5年目になり、面積も年々拡大、―

大産地化を目指しています。ハウス内の寒暖

の差が好影響してか、とても甘くておいしい

と評判です。 

アスパラガスを収穫する伊藤 

（本紙「地場産品を使った料理

②のコーナーではこのアズ‘。 

スが使われています。） 

ク t=o V+ jこしょがわら 

伝統文化功労賞 	2 

北辰大学・ひばの樹大学閉講式…3 

巧年間にわたる歩道除雪・・・4 

自治体病院機能再編成・・・5 へJレス・インフォメーション・・・12 

〈今月の市民〉 

人 ロ／64,056人（-63) 

男／ 30J 33人（一20) 

女／ 33,923人（-43) 

世帯数／ 24,332世帯（+ 3) 
2月28日現在（前月比） 

簾u 

I 

平成18年度からの 

ごみの分別と出し方・・・6 

お知らせ 
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五所川原あすなろ民踊同好会 

（代表 山形 功） 

嘉瀬奴踊り保存会 

（会長 鎌田 孝人） 

十三の砂山保存 

（会長 小山あぐり） 

平成1L7i年鷹五所則原重編総文化功労負表形式 
伝鑓文化の保寄。伝承ン管展肥助鎗 3団体受賞 

2月24日、五所川原市伝統文化功労賞表彰式が市役所で行われ、五所川原あすなろ民踊同

好会、嘉瀬奴踊リ保存会、十三の砂山保存会の 3団体が表彰されました。 同賞は旧五所川原

市で平成4年から表彰してきましたが、合併によって今回新たに制定されました。 

伝統文化功労賞・・・市の各地域において長い歴史と独自の風土に培われてきた伝統文化を保

存．伝承 その登展に功労のあった個人または団体を顕彰［ます一 

"I望 

昭和52年に発足し、長く市民に

親しまれてきた「五所川原小唄」 

に流し踊りの振り付けを考案する。 

農業協同組合や商工会議所の婦人

部に指導・普及させ、現在も各種

発表会へ出場、老人ホームへ訪問

するなどの活動をし、地域文化の

創造に貢献される。 

喜びの声（代表） 晴れがましい気

持ちです。受賞の栄誉を忘れず励

みにし地域文化の発信に力を尽く

していきたい。 

昭和26年頃に発足し、江戸時代

に誕生したといわれる嘉瀬奴踊り

を守り伝えようと活動している。 

各種イベントで踊りを披露するほ

か、地元の小・中・高校へ出かけ

指導するなど若い世代への伝承に

も努力され、昭和44年に県無形民

俗文化財の指定を受ける。 

喜びの声（会長） 金メダルを頂い

たような気持ちで励みになります。 

今後も様々な機会で踊りを披露し

ていきたい。 

3団体を統合して昭和46年に発

足し、南北朝時代か室町時代の初

め頃に誕生したといわれる唄と踊

りを保存・伝承する。十三の砂山

まつりをはじめ県内外のイベント

に参加しその魅力を発信したほか、 

地域住民に講習会を開くなど継承

活動に尽力された。 

喜びの声（会長） 踊り好きが集ま

り長く活動を続けてきました。こ

れからも地域の宝として地元の私

たちが伝えていきます。 

五所川原市役所 容35 -2111 平成18年 3月15日 2 



意
見
発
表で
優
秀
賞
勿w
 

消
防
本
部
予
防
課
  

一
 

大
邑
高
史
消
防
副
士
長
 

二
月
二
十
三
日
、第
二
十
九
回青
森

県
消
防
職
員
意
見
発
表
会
が青
森
市
で

行
わ
れ
、
五
所
川
原
地
区消
防
事
務
組

合
の
代
表
と
し
て
意
見
発表
し
た
消
防

本
部
予
防
課
の
大
邑高
史
消
防
副
士
長

が
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
 

受
賞
に
あ
た
り
大
邑
副
士
長
は
、
 

「火
災
原
因
調
査
に
携
わ
り
犠
牲
者
を

目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
多
く
、
今

後
一
人
で
も
多
く
の
人
を火
災
の
被
害

か
ら
守
り
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 そ

の
思
い
を
『住
宅
火
災に
よ
る
死
者
の

低
減
を
目
指
し
て
』
と
題
し発
表
し
ま

し
た
。
火
災
で
失
わ
れ
て
は
な
ら
な
い

人
命
の
尊
さ
、
火
災
予
防
の
大
切
さ
を

伝
え
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だき
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
喜
びを
語
っ
て
い
ま

し
た
。
 

平成18年 3月15日 五所川原市役所 容35-2 111 Q
u
 

一
誘
騒

鮮

李
」
 

昨
年
五
月
十
八
日
に
開
講
し
た
五
所

川
原
地
区
の
「
北
辰
大
学
」
の
閉
講式

が
二
月
二
士
百
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
百
七
十
四人
の
受
講
生
が参
加

し
、
十
人
に
卒
業
証
書
が
、二
十
六
人

に
大
学
院
の
卒
業
証
書
、五
十
三
人
に

皆
勤
賞
、
四
人
に
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
年
十
回
の
プロ
グ
ラ
ム
は
詐
欺

商
法
、
タ
ラ
ソ
体験
、
津
軽
の
歴
史
と

昔
話
、
認
知
症
に
つ
い
て
な
ど
、身
近

な
話
題
が多
く
充
実
し
た
講
座
と
な
り

ま
し
た
。
 

ま
た
、
六
月
二
十
七
日
開
講
した
金

木
地
区
の
「
ひ
ば
の
樹
大
学」
 
で
は一
一

十
三
日
、金
木
公
民
館
で
閉
講式
が
行
 
 わ

れ
、
五
十
五
人
の
受
講生
が
参
加
、
 

九
人
に
皆
勤
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

年
七
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
生
活
習

慣
病
に
つ
い
て
、
移
動
教
室
、
十
三
湊

史
跡
指
定
フ
ォー
ラ
ム
に
参加
、
童
謡

を
歌
う
な
どバ
ラ
エ
テ
ィに
富
み
、
楽
し

く
講
座
を
終え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

そ
れ
ぞ
れの
教
室
で
受
講
生
は知
性

を
磨
き
、
学
友
と
の
親
睦
を深
め
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
 

圏
国
考
終
兄
て
 

う
ま
く
な
る
も
ん
だ
な
あ
 

竹
内
章
蔵
さ
ん
（
北辰
大
学
）
 

カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
で
す
。
先
日
発
表

会
が
あ
っ
て
ね
、
み
ん
な
大変
う
ま
く

な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
に
も
い
い
で
す

よ
。
 ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
る
も
の
。
 

先
生
が
と
て
も
親
切
 

新
谷
し
げ
子
さ
ん
（
北辰
大
学
）
 

園
芸
ク
ラ
ブ
で
は
先
生
が
て
い
ね
い

に
教
え
て
く
れ
た
。盆
栽
ば
か
り
で
は

な
く
、
野
菜
、
果
物
、
花
木
の
栽培
に

関
し
て
も
教
え
て
い
た
だ
き
と
て
も
役

立
ち
ま
し
た
。
 

元
気
な
顔
に
会
え
る
の
が
励
み
 

和
島
秀
子さ
ん
（
北辰
大
学
）
 

月
一
回
の
活
動
で
し
た
が
、
み
ん
な

の
元
気
な
顔
に
会
え
る
と
思
う
と
と
て

も
張
り
合
い
に
な
り
、
ど
ん
な
に
忙
し

く
て
も
参
加
し
ま
し
た
。
 

振
り
返
っ
た
ら
皆
勤
賞
 

木
村
昭
子
さ
ん
（
北
辰
大学
）
 

毎
回
毎
回
楽
し
み
に
来
て
、振
り
返
っ

て
み
た
ら
皆
勤
賞
で
す
。
 

カ
チ
ャ
ク
チ
ャ
と
し
た
 

福
井
彬
ニ
さ
ん
（
ひ
ばの
樹
大
学
）
 

パ
ソ
コ
ンク
ラ
ブ
で
は
、最
初
1
2人

で
し
た
が
最
後
は
3
人
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
技
術
は
い
ま
い
ち
で
、
良

か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
、緊
張
感
を
味

わ
い
、
集
中
力
を
養
った
こ
と
です
。
 

と
に
か
く
「
か
ち
ゃ
く
ち
ゃ
と
す
る
」
 

と
い
う
津
軽
弁
は
こ
の
た
め
にあ
る
と

思
っ
た
ほ
ど
難
儀
で
し
た
。
 

ふ
れ
あ
い
が
好
き
 

成
田
チ
セ
さ
ん
（
ひ
ばの
樹
）
 

手
芸
ク
ラ
ブ
で
は
、自
分
た
ち
の
得

意
な
物
を
教
え
合
い
ま
し
た
。
 テ
ィ
ッ

シ
ュ
ケ

ー
ス
、
食
器
洗
い
、え
り
巻
き

な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
心
の
ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
 

「
ふ
れ
あ
い
が
 好
き
で
温
もる
 
輪

に
入
る
」
 

孫
に
歌
い
継
ぐ
 

伊
藤
勇
さ
ん
（
ひ
ばの
樹
大
学
）
 

童
謡
を
歌
う
講
座
が
楽
しか
っ
た
。
 

家
に
帰
っ
て
孫
に
教え
た
ら
全
部
覚
え

て
歌
い
ま
し
た
。
 こ
う
や
っ
て
歌
い
継

が
れ
て
い
く
ん
で
す
ね
。
後
世
に
伝
え

て
く
れ
た
先
輩
に
感動
し
て
い
ま
す
。
 



一
魅
力
あ
る
 

」
新
社
暮
天
巳執
る
庖
め
 

フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
セ
II
Iナー
 

ノ
 

1
5年
間
圏
拘
尾
る
歩
道
除
雪
 
ゆ
 

ポ
ラ
ン
テ
ィア
ご
く
る
う
さ
ま
です
 

平
和
町
町
内
会
 
秋
田
善
七
さ

ん
 

A
'
 

平
和
町
町
内
会
の
秋
田
善
七
さ
ん
 

(8
0）
は
、町
内
会
が
県
の
ス
ク
ラ
ム
除

雪
事
業
に
よ
り
借
り
た
除
雪
機
を利
用

し
、
十
五
年
間
に
わ
た
り
南
小
学
校
周

辺
の
歩
道
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
除
雪
を
行

い
、
地
域
住
民
か
ら大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。
 

秋
田
さ
ん
は
、平
成
四
年
に
通
学
路

な
ど
の
歩
道
を除
雪
す
る
た
め
県
が
無

償
で
小
型
除雪
機
を
冬
期
間
貸
付
す
る

ス
ク
ラ
ム
除雪
事
業
が
あ
る
こ
と
を知

り
、
す
ぐ
市
に
相
談
し
て
申
し
込
み
ま

し
た
。
 

「最
初
は
、除
雪
機
の
操
作
にな
れ

な
く
て
と
ま
ど
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な

れ
る
に
つ
れ
登
下
校
中
の
子
ど
も
達
や

歩
行
者
の
方
々
か
ら
、『あ
り
が
と
う
』
 

な
ど
声
を
か
け
られ
る
よ
う
にな
り
十

五
年
間
続
け
る
励
み
にな
っ
た
。
ま
た
、
 

今
後
も
可
能
な
限り
続
け
て
い
き
た
い」
 

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

本
市
で
今
冬
、
ス
ク
ラ
ム
除
雪事
業

を
利
用
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
を
し

て
い
る
団
体
は
、
ほ
か
に
本
町
商
店
街

振
興
組
合
、三
輪
小
学
校
P
T
A
、
毘

沙
門
小
学
校
P
T
A
が
あ
り
、
子
ど
も

達
の
通
学
路
確
保
に
一
役
か
って
い
ま

す
。
 

各
団
体
の
み
な
さ
ん
、
子
ど
も
ら
の

為
、
ほ
ん
と
う
にあ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
 

近
年
、
全
国
各
地
で
子
ども
が
犯
罪

や
痴
漢
、わ
い
せ
つ
な
どの
被
害
に遭

う
事
件
が多
発
し
そ
の
安
全
確
保
が
大

き
な
社
会
問
題
にな
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、五
所
川
原
市
内の
タ
ク
シ

ー
 

会
社
十
二
社
が社
会
貢
献
活動
の
一
環

と
し
て
、
「
こ
ど
も
s
O
s
タ
ク
シ

ー
」
 

を
立
ち
上
げ
、三
月
八
日
に
五
所川
原

警
察
署
で
警
察
と
の
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、子
ど
も
を
対
象
に
した
不

審
者
や
犯
罪
を
目撃
し
た
タ
ク
シ

ー
運

転
手
が
、
子
ど
も
を
安
全
な
場
所
に移

動
さ
せ
た
り
、
無
線
連
絡
で警
察
に
通

報
す
る
こ
と
で
犯
罪
被
害
を
未
然
防
止
 

す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
か
け
こ
み
寺
」
的

な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。
 

調
印
式
で
は
、葛
原
警
察
署長
と
タ

ク
シ
ー
会
社
が
覚
書
を
交
わ
し
た
後
、
 

高
松
教
育
長
か
ら車
に
貼
るス
テ
ッカ
ー
 

が
贈
呈
さ
れ
、
早
速
タ
ク
シ
ー
の
側
面

に
ス
テ
ッカ
ー
を
貼り
つ
けて
いま
し
た
。
 

市
で
は
、
調
印
に
先立
ち
各
小
中学

校
を
通
じ
て
約
五千
六
百
人
の
保
護
者

宅
に
事
前
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
 

で
も
、
こ
の
制
度
が
使
わ
れ
な
い
安

全
、
安
心
な
社
会
にな
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。
 

三
月
八
日
、
2
0
0
6
年
新
卒
者
フ

レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が
ホ
テ
ル

サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
 セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ
の
春
に西
北
五

地
域
の
高
校
を
卒
業
し
地
元
就
職
す
る

皆
さ
ん
へ
無
料
開
催
し
た
も
の
で
、
五

所
川
原
地
区
雇用
対
策
協
議
会
（
藤
田

久
会
長
）
な
ど
が
主
催
し
四
年
目
に
な

り
ま
す
。
 

参
加
し
た
六
十
二
名
の
皆
さ
ん
は
、
 

社
会
人
と
し
て
の
心
構え
ゃ
職
場
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
な
ど

に
つ
い
て講
演
を
聴
い
た
ほ
か
、
フ
ォ

ー
 

ク
と
ナ
イ
フ
を
手
にコ
ー
ス
料
理
を
食

ベ
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を学
び
ま
し
た
。
 

審
興
審
曾
越
ま
容
づく
り
 

こ
ど
も
S
⑨
S
タ
ク
シ
r
調
印
式
 

「子どもSOSタ 

相;g'-/1iu -ci念屍疹てー 
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／一  

Q．どこに

できるんで 
すか？ 

今年度に自治体病院機能再編成の検討を行った 

推進委員会委員長・西北中央病院相津院長の話 

現在自治体病院の抱えている課題は大変大きいものがあります。ひとつは医師不

足の問題、もうひとつは病院経営です。西北中央病院でも50人近い医師が必要であ

るにもかかわらず、現在35人前後しか集まっていない現状です。市民の皆様にはご

不便をおかけし、申し訳なく思っています。経営も大変です。平成18年度の診療報

酬改定では 3 ％以上の引き下げとなりました。 

医療制度が大きく変わろうとしている今、自治体病院もこれまでと同じことをしていては生き残れない

時代です。個々の病院の経営見直しだけでは対応できない状況です。こんな中、自治体病院の機能を整理

して、役割分担しながら当市を含む 2 市 4 町全体の医療サービスの向上を目指すことになりました。 

西北中央病院を母体として、新たに高度医療や救急医療を担う広域での病院建設に、いよいよ本格的に

着手します。 まだまだ課題はたくさんありますが、周辺の市町とともに進めてまいりますので市民の皆様

のご理解とご協力をお願いします。 

っがる西北五広域連合（ 2市 4 町／五所川原市、っがる市、鯵ケ沢町、深浦町、中泊町、鶴田町で構成） 

が主体となり、平成14年度から進めてきた西北五地域の自治体病院機能再編成について、これまでの検

討の成果を踏まえて『自治体病院機能再編成マスタープラン』を作成し、 2 月 7日のっがる西北五広域

連合正副連合長会議で了承されました。 

再編成により西北五地域に高度救急と急性期医療を担う中核病院を現在の西北病院を母体として新設

し、地域住民の皆さんが満足できるより良い医療サービスの提供を目指します。 

（ブマスタープラン Q&A ) 

ツ  I 

I 	 IOO 

A．市立病院が単独で、今後もずっと高度な医療を A．平成23年度中の 

提供できる体制を維持していくことは難しいので、 	開院を目指していま 

圏域全体で医療を支えることが大事になっています。 す。 

そのためにまず西北中央病院を母体とする中核病院 	あと5~6年後で 

ーを整備して、周辺の病院の機能転換を進めながら、 	すね。 

圏域全体の医療水準の向上に努めています。 

A．まだ決まっていな

いんです。 

3月末から選定委員

会を設け候補地につい

て話し合いを始めます。 

A．今よりも高度な治療がこ

この地域でできるようになり

ます。脳卒中や心筋梗塞など

も、他市の大病院に救急搬送

されず緊急の治療が可能にな

り期待が持てます。 

A．専門的で高度な医療が受けられる中核病

院は、医師にとっても働きがいのある職場と

言え、より多くの医師が集り、医師不足の解

消のきっかけになります。また、周辺の医療

機関は中核病院との連携で過剰な設備投資を

避けることができ、経営改善が期待されます。  

A．中核病院と連携しながら

サテライト医療機関として機

能の転換をしていくことが考

えられます。今後、中核病院

の整備と並行して一定の時間

をかけ検討していきます。 

0 

‘鵬っがる広域連合分室 阻。献 30-7003 

5 平成18年 3月15日 五所川原市役所 谷35-2111 



ハ 
、ここブレ 

入 
己と三 

命 

 

4周』同から⑩ごみの分別と劃し向 

 

市町村合併直後の平成17年度のごみ分別収集に二)I',、ては、旧市町村ごとの収集体制を 1年間据え置き実施し

てきました。この間それぞれの収集体制の比較や更なるリサイクルの推進、収集経費などの課題も考慮し、新

五所川原市としての均ーなごみの分別・収集体制を検討してきたところ、平成18年 4月1日からの分別収集は

次のとおりになりましたのでお知らせします。 

各地域毎の収集日程や出し方の詳細については、別途毎戸配布する「家庭ごみ収集力レンダー」及び「紙リ

サイクル拠点回収日程表」をご覧ください。 

1．こ’~7)回欧 

〇燃やせるごみの日（週 2回） 

〇燃やせないごみの日（2週間に 1回） 

〇不燃系粗大ごみの日（年1回無料回収） 

5月に町内会を通じて申込書を回覧しますので、 へ A 

’ 	 申込みのうえ出してください。日程等の詳細につ 奄ス’一II, ‘刀に 

いては別途市広報紙に掲載します。 	 ー 	 L、 

〇リサイクルの日（2週間に 1回） 	 し’J 

次の品目に分別してそれぞれ指定袋に分けて出します。 	 PET 

・缶（アルミ缶、スチール缶は一緒の袋に入れても可能になりました。回収後分別します。） 

・びん（無色・茶色・その他の色の分別は不要。一緒の袋に入れても可能。回収後分別します。） 

・ペットボトル 

〔以下は市浦地区のみ〕以前より紙のリサイクルが進んでいた市浦地区をリサイクルの推進のためのモデ 

ル地区として残し、今後五所川原市の更なるリサイクルを図ります。 

・新聞、ちらし ・雑誌、本 ・段ボール ・紙パック 

2．拠点回収 〔指定日に指定公共施設に出す〕 

拠点回収は紙類のリサイクルについて実施するもので、大量排出時や任意的 

● に資源化に協力を頂くものです。ただし、市浦地区についてはモデル地区とし 

てリサイクルの日に回収を実施するので拠点は設けません。 

〇対象品目 ・新聞、ちらし ・雑誌、本 ・段ボール ・紙パック 

3．ー‘麟藁物最終処分場への自己搬入 

疹 

不燃系粗大ごみの回収時以外に処理する場合、廃棄物収集運搬許可業者に 

依頼するか処分場に自己搬入することになります。 

なお、市浦処分場は 4月1日より供用開始します。 

1．申し込み 	各処分場／＼搬入する場合は環境対策課に電話で申し込ん

でください。 

2．処理料金 	100kgごとに200円 

3．搬入時間・曜日 	9時～16時 

・野里一般廃棄物最終処分場 	月・水・土曜日 

●金木ー般廃棄物最終処分場 	木曜日及び第 4日曜日 	ストープ 

・市浦一般廃棄物最終処分場 	火曜日 

環境対策課環境係 内線232・233 

スチール棚 

自転車

など 

五所川原市役所 容35- 2111 平成18年 3月15日 6 



国
民
健
康
保
険

高
額
療
養
費
 

資
金
貸
付
制
度
 

変
更
の
お
知
ら
せ
 

保
険
給
付
係

内
線
2
1
7
 

ノ
 

4
月
か
ら
 

障
害
者
自
立
支
援
法
が
 

始
ま
り
ま
す
②
 

家
庭
福
祉
課
内
線
2
4
3
・2
4
4
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国
保
年
金
課
か
ら

の

お
知
ら
せ
 

高
額
療
養
費
資金
貸
付
制
度
に
つ
い

て
は
、こ
れ
ま
で
小
切
手
で
貸付
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
4
月
1
日
よ
り
、
受

診
医
療
機
関
へ
の
振
込
み
で
の
貸
付
に

変
更
と
なり
ま
す
。
 

ま
た
、
貸
付
を
受
ける
際
は
、事
前

に
自
己負
担
金
額
の
支
払
い
が条
件
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
4
月
1
日

号
の
折
込
み
「
こ
く
ほ
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
 

、
 
ノ
 国

民
年
金
保
険
料
を
 

ロ
座
振
替
で
前
納
す
る
と

お
得
で
す
 

国
民
年
金
係
 

内
線
2
1
1
・
2
1
2
・
2
1
3
 

ロ
座
振
替
で
保
険料
を
納
め
る
と
、
 

手
間
や
時
間
が
省
け
て
納
め
忘
れ
も
な

く
、
便
利
・
安
心
・
確
実
で
す
。
ま
た

ロ
座
振
替
で
前
納
す
る
と
割
引
が
あ
り

ま
す
。
平
成
1
8年
4
月
に
保
険
料
を
1
 
 年

分
前
納
し
た
場
合
、
現
金
前
納
で
は
 

2
9
5
0
円
の
割
引
で
す
が
、ロ
座
振

替
で
は
3
4
9
0
円
の
割
引
と
な
り
さ

ら
に
お
得
で
す
。
（
平
成1
8年
度
の
割

引
額
）
ロ座
振
替
で
の
前
納
に
は
1
年

前
納
、
6
カ
月
前
納
が
あ
り
、
前
納
期

間
に
応
じ
て
保
険料
が
割
引
さ
れま
す
。
 

そ
の
ほ
か
に
ロ
座
振
替
で
の
1
カ
月

毎
の
お
支
払
いな
ら
、
早
割
（
そ
の月

の
保
険料
を
同
月
の
末
日
に
引
き
落
と

す
）
にす
る
と
月
5
0円
お
得
で
す
。
（
平

成
1
8年
度
の
割
引
額
）
 

※
半
額
免
除の
承
認
を受
け
て
い
る
方

は
早
割
制
度
を
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
 

◇
必
要
な
も
の
 

・

ロ
座
振
替
納
付
申
出
書
（
弘前
社
会

保
険
事
務
所
・
各金
融
機
関
に
あ
り

ま
す
）
 

・

年
金
手
帳
や
納
付
書
（
基
礎
年
金番

号
の
分
かる
も
の
）
 

・

金
融
機
関
へ
の
届
出
印
 

・

預
貯
金
通
帳
 

◇
届
出
先
 

弘
前
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
指
定

さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
 

※
平
成
1
8年
4
月
分
か
ら
の
ロ
座
振
替

を
希
望
す
る
場
合
は
、3
月
中
に
弘

前
社
会
保
険
事
務
所
で
登
録
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
3
月

中
の
届
出
は
社
会
保
険
事
務
所
で
直

接
手
続
き
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
 

縦
覧
帳
簿
で
 

あ
な
た
の
固
定
資
産
を
 

確
認
し
て
く
だ
さ
い
ク
 

税
務
課
内
線

4
 
2
2・
4
,2
つ
。
 

金
木
総
合
支
所
税
務
係
 

狙
（5
3)
2
1
1
1

内
線
1
3
6
 

市
浦
総
合
支
所
税

務
係
 

皿
（6
2)
2
1
1
1
 
内
線
1
3
 

市
で
は
、平
成
1
8年
度
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
 

（
以
下
、縦
覧
帳
簿
と
い
う
）を
次
の
日

程
に
よ
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。
 

縦
覧
と
は
、
固
定
資
産
の
課
税
（
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
）の
基
礎
と

な
る
価
格
等
を
あ
ら
か
じ
め
所
有
者
に

確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
期
間
を
設

け
、
縦
覧
帳
簿
を
無
料
で
ご覧
い
た
だ

く
制
度
です
。
 

昨
年
中
に
土
地
・
家
屋を
所
有
権
移

転
さ
れ
た
方
、
家
屋
を
新
築
・増
築
・

取
り
壊
し
さ
れ
た
方
、ま
た
、
平
成
1
8
 

年
度
は
3
年
に
一
度
の評
価
替
え
の
年

に
な
っ
て
い
る
た
め
納
税
者
は必
ず
縦

覧
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
縦
覧
帳
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
価
格
に
不服
が
あ
る
場
合
は
、縦
覧

期
間
の
初
日
か
ら
納
税
通
知
書
の
交
付

を
受
け
た
日
後
6
0日
ま
で
の
間
に
固
定

資
産
評
価
審
査委
員
会
に
審
査
の
申
出

を
す
る
こ
と
が
でき
ま
す
。
 

ま
た
、
路
線
価
等
の
公
開
も
し
て
い
 
 ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

◇
縦
覧
期
間
…
4
月
3
日
囲
5
5
月
3
1
 

日
困
 
た
だ
し
、土
曜
日
・
日
曜
日・

 

祝
日
は
除
く
。
 

◇
縦
覧
時
間

i
8
時
3
0分
5
1
7時
1
5分
 

◇
縦
覧
場
所
 

五
所
川
原
地
区…
税
務
課
 

金
木
地
区

・
・金
木
総
合
支
所
 

市
浦
地
区
・
・
市
浦
総
合
支
所
 

前
号
で
お
伝
え
し
ま
し
た
と
お
り
4
 

月
1
日
よ
り
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施

行
さ
れ
ま
す
。
前
号
で
は
、受
け
る
こ

と
の
で
き
る
障
害
者
福
祉サ
ー
ビ
ス
の

種
類
と
費
用
に
つ
い
て
お
おま
か
に
説

明
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
サ
ー
ビ
ス
利

用
ま
で
の
流
れを
説
明
し
ま
す
。
 

1
 
相
談
・
申
請
 

ま
ず
は
相
談
に
応
じ
、障
害
を
持
っ

方
の
状
況

・
状
態
に
応
じ
て
必
要
な
情

報
の
提
供
や
助
言
を
行
い
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
申
請
書
類
を作
成
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
減

額
申
請
も
併
せ
て
さ
れ
る
場
合
は
、必

要
な
資
料
を
提
出
して
い
た
だ
きま
す
。
 

そ
の
際
必
要
な
資
料
につ
い
て
は
個
別

に
説
明
し
ま
す
。
 

」
 

2
 
調
 
査
 

全
国
統
一
の
調
査項
目
に
基
づ
い
て

調
査
し
ま
す
。
例
え
ば
「食
事
の
際
に

ど
れ
ぐ
ら
い
介
助
が
必
要
か
」
と
い
う

よ
う
な
日常
生
活
に
関
す
る
ご
質
間
を

し
ま
す
の
で
、現
在
の
状
況
をお
答
え

く
だ
さ
い
。
 《

 

3
 
審
査

・
判
定
 

調
査
の
結
果
や
医
師の
意
見書
を
も

と
に
、
西
北
五
地
域
を
総
括
す
る
審
査

会
で
審
査

・
判
定
が
行わ
れ
、
ど
の
く

ら
い
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
状
態
か（
障

害
程
度
区
分
）
が
決
め
られ
ま
す
。
 

《
 

4
 
認
定
・
通知
 

障
害
程
度
区
分
と
現
在
の
介
護
状
況

な
ど
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
の
支給
量
が

決
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
決
定
の
通
知
と

共
に
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

《
  

5
 
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
 

サ
ー
ビ
ス
の
支
給
が
決
定
した
ら
、
 

事
業
者
を
選
択
し
て
契
約
を結
び
ま
す
。
 

受
給
者
証
を
提
示
して
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こと
が
で
きま
す
。
 

※
た
だ
し
、9
月
ま
で
は制
度
の
移
行

期
間
と
い
う
こ
と
で
現
行の
支
援
費

制
度
と
同様
の
方
法
で
暫
定
的
に
支

給
決
定
が行
わ
れ
、1
0月
か
ら
改
め

て
新
し
い
制
度
で
支給
決
定
さ
れる

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 



、「道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
ノ

ー
 

標
語
募
集
 

国
土
交
通省
道
路
局
道
路交
通
管
理
課
 

狙
0
3
(
5
2
5
3
)8
1
1
1
 

市
税
は
ロ
座
振
替
 

（
自動
振
込
）
で
きま
す
 

収
納
課
内

線
4
3
5
5
4
3
8
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◇
テ
ー
マ
…
道
路
は
国
民
共
有
の
、
つ

ま
り
あ
な
た
の
財
産
で
す
。
み
ん
な

が
道
路
と
親
しみ
、
ふ
れ
あ
い
、
常

に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
、
共
に

楽
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

◇
応
募
締
切
…
3
月
3
1日
圏
必
着

◇
応
募
方
法
…
はが
き
1
枚
に
標
語
1
 

点
と
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
性

別
・
年
齢
・
職
業
を
記
人
し郵
送
。
 

〒
卿
血

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
 

6
番
1
9号

K
Y
溜
池
ビ
ル
3
階

道
路
広
報
セ
ン
タ
ー
 

※
各
賞
に
賞
状
、
盾
及
び
副
賞
を
贈
呈
。
 

平
成
1
8年
度
か
ら
、
金
木
地
区
お
よ

び
市
浦
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
も
市
税

の
ロ
座
振
替
（自
動
振
込
）
を
ご利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
市
内
の
各
金
融機
関
等
の
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

⑥
ロ
座
振
替
が
で
き
る
も
の
 

市
県
民
税
（個
人
の
普
通
徴
収
分
）
、
 

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
 

出
向
・
移
籍
・
転
職
の
 

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
 

財
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
全
国

共
通
 
狙
0
5
7
0
0
0
6
0
1
0
 

助
産
業
雇
用
安
定
セ
ンタ
ー
青
森
事

務
所
 
阻
叩
（7
7
7
)
8
7
0
2
 

産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人

材
を
受
け
入
れ
る
企
業
と
人
材
を
送
り

出
す
企
業
の
“
お
見
合
い
の
場
）
と
し

て
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
人
材

情
報
の
収
集
や
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

◇
出
向
・
移
籍
支援
…
人
材
の
受
入
ま

た
は
送
出
を
希
望
す
る
企
業
か
ら
人

材
登
録
を
受
け
、希
望
の
条
件に
あ
っ

た
人
材
情
報
の
提
供
。
 

◇
転
職
支
援
…
U
タ
ー
ン
・
I
タ
ー
ン

希
望
も
含
め
転
職
を
希
望
さ
れ
る
在

職
者
の
方
へ
の
職
業
相
談
や
紹
介
。
 

※
人
材
情
報
や
相
談
等
の
費
用
は
無
料
。
 

人
材
情
報
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
 

、
 公

民
館
か
ら
の
ご
案
内
一
 

中
央
公
民
館

皿
（
3
5)
6
0
5
6
 

み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

光
彩
会
作
品
展
・
・伊
藤
正
規
画
伯
指
導

の
も
と
（
会員
1
5名
）
静物
、
風
景
等
、
 

明
る
い
色
彩
を
心
が
け
、
個
性
の
表

現
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
 ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。
 

●

3
月
3
0日
困
ま
で
 

2
階
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
 

水
道
事
業
の
再
評
価
 

平
成
1
7年
度
審
議
結
果
 

水
道
事
業
所
租
（
3
4)
9
1
1
1
 

小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
 

狙
（
5
3)
2
1
1
1

内
線
3
1
3
 

ス
ポ
ー
ッ
安
全
保
険
は
、ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
・
地
域
活

動
等
を
行
う
5
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
の

皆
様
や
指
導
者
の
方
々
が
、
安
心
し
て

活
動
で
き
る
よ
う
に
、傷
害
保
険
と
賠

償
責
任
保
険
及
び
共
済
見
舞
金
を
組
み

合
わ
せ
た
総
合
補
償
制
度
で
す
。
 

◇
保
険
期
間
 

4
月
1
日
田
5
1
9年
3
月
3
1日
田

※
現
在
受
付
中
。
4
月
1
日
以
降
に
掛

金
を
振
り
込
ん
だ
場
合
、
保
険
の
効

力
発
生
が
翌
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。
 

◇
掛
金
 

・

中
学
生
以
下
、
成
人
の
文
化
活
動
団

体
…
5
0
0
円
 

・

老
人
ク
ラ
ブ
団
体
…
8
0
0
円
 

・

成
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
団
体
 

…
1
5
0
0
円
 

◇
補
償
金
 

・

入
院
1
日
に
つ
き
…
4
0
0
0
円

※
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
1
8
0
0
円
 

・

通
院
1
日
に
つ
き
…
1
5
0
0
円

※
老
人
ク
ラ
プ
団
体
は
1
0
0
0
円

◇
問
い
合
わ
せ
先

…
ス
ポ
ー
ッ
安
全
協

会
青
森
県
支
部
皿
町
（7
8
2
)
6
9
 

8
4
ま
た
は
ス
ポ
ー
ッ
健
康
課
 

旧
金
木
町

及
び
 

旧
市
浦
村
か
ら
の
 

1
1
9

番
通
報
に
つ
い
て
 

消
防
本
部
指
令
課
m
(3
5)
2
01
9
 

金
木
消
防
署
 
凪
（5
3)
2
3
2
2
 

市
浦
消
防
署
 
狙
（6
2)
2
1
1
9
 

3
月
2
0日
か
ら
旧
金
木
町
及
び
旧
市

浦
村
か
ら
の
1
1
9
番
通
報
が
五
所
川

原
地
区
消
防
本
部
へ
つ
な
が
り
ま
す
。
 

従
来
、
そ
れ
ぞ
れ
を
管
轄
す
る
消
防

署
へ
通
報
さ
れ
、
消
防
車
ま
た
は
救
急

車
が
出
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
合
併
及

び
消
防
組
合
再
編
に
伴
う
広
域
化
に
よ

り
、
効
率
的
な
消
防
活
動
を
図
る
た
め
 

3
月
2
0日
か
ら
五
所
川
原
市
役
所
に
隣

接
す
る
消
防
本部
通
信
指
令
室
へ
つ
な

が
り
ま
す
。
指
令
課
で
は
通
報
を
受
け

る
と
た
だ
ち
に
最
寄
り
の
消
防
署
か
ら

消
防
車
や
救
急
車
を
出動
さ
せ
ま
す
。
 

正
し
い
通
報
が
迅
速
・
的
確
な
消
防

活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
、
電
話
機
の
そ
ば
に
自
宅
の

住
所
や
電
話
番号
な
ど
の
必
要
事
項
を

書
い
た
メ
モ
を
貼
っ
て
お
く
な
ど
、
普

段
か
ら
落
ち
着
い
て
正
確
な
通
報
が
で

き
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
 

r
 

         

,
 

            

   

医
療
案
内
電話
 

狙
（3
4)4
9
9
9
 

 

火
災
の
問
い合
わ
せ
 

狙
（3
4)2
 （
ィu〔
ノ」
（'u
 

    

            

            

水
道
事
業
所
で
は
、平
成
7
年
度
か

ら
平
成
2
6年
度
ま
で
の
予
定
で
国
の
事

業
採
択
を
受
け
、
老
朽
化
し
た
配
水
管

を
布
設
替
え
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
の

再
評
価
実
施
要
領
に
基
づ
き
、
5
年
ご

と
に
事
業
の
継
続
の
可
否
に
つ
い
て
審

議
す
る
た
め
、
学
識
経
験
者
及
び経
済

団
体
代
表
な
ど
4
人
で
構
成
す
る
五
所

川
原
市
水
道
事
業
再
評
価
審
議
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
 

現
在
ま
で
の
事
業
の
進
捗
状
況
等
説

明
後
、
今
後
の
事
業
を
進
め
る
う
え
で

各
委
員
の
意
見
を
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
 

「配
水
管
破
裂
に
よ
る
漏
水
等
が
発
生

し
や
す
い
た
め
、
現
在
残
っ
て
い
る
石

綿
セ
メ
ン
ト
管
（
老朽
管
）
の
更
新
は必

要
で
あ
る
」
、「他
事
業
と
の
同
時
施
工

等
に
よ
り
経
費
縮
減
を
図
り
な
が
ら
国

庫
補
助
事
業
と
し
て
、
今
後
も
計
画
的

に
事
業
を
進
め
て
行
く
べ
き
で
あ
る
」
 

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
の
審
議
結
果
を
踏
ま
え
、
水
道

事
業
所
で
は
耐
震
性
の
あ
る
ダ
ク
タ
イ

ル
鋳
鉄
管
に
よ
り
配
水
管
の
破
損
に
よ

る
漏
水
等
を解
消
し
、
地
震
等
の
災
害

に
強
い
水
道
の
実
現
を
目指
し
て
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

の
う
え
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 



手
作
り
小
物
展
示
販
売
 

H
く
る
み
園
入

居
者
交
流

会

H
 

く
る
み
園

m
(3
4)
2
7
21
 

平
成
1
8年
度
「
五
所
川
原
一

立
侵
武
多
」
に
お
け
る
立

侵
武
多
・
ね
ぷ
た
の
参
加

申
込
み
を受
付
し
ま
す
 

五
所
川
原
立
侵
武
多
運
営
委
員
会
 

（五
所
川
原
商
工
会
議
所

内
）
 

皿
（
3
5)
2
1
2
1
 
寺
山
 

五所川原市 2 月の火災、救急、救助出動件数（単位：件） 

平成17年度統一標語 

あなたです火のあるぐらしの見はり役 
問l、合わせ】五所川原地区消防事務組合消防本部谷35-2引9（内線 25) 

区分 
火 災 救 急 救 助 

月別 ~ 累計 月別 累計 月別 累計 
平成18年 2 5 165 356 5 9 
平成17年 4 .7 159 339 4 8 
比 	較 A2 L2 6 17 1 1 

介議保険料 

五所川原地区第 9 期 

の納期限です。 

忘れずに納めましょう。 

介護福祉課 内線273 

国民健康保険税 
第 9 期 

の納期限です。 

忘れずに納めましょう。 

収納課 内線431 -'439 
旧五所川原地区のみ対象となりま
す。 

平成18年 3 月15日 五所川原市役所 容35-2111 0
v
 

市
民
サ
回
ン
 

手
話
講
習
会
入
門
コ
ー
ス

受
講
者
募
集
 

五
所
川
原
ろ
う
あ
協
会
 

献
（
2
9)
3
7
2
9
 
エ
藤
 

狙
（
3
5)
6
9
0
4
 

一
戸
 

●

4
月
5
日
か
ら
5
月
3
1日
ま
で
の
毎

週
水
曜
日
 
1
9時
5
2
0時
3
0分

中
央
公
民
館
 

◇
対
象
…
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解

と
熱
意
を
有
し
、
ろ
・っ
あ
者
及
び
手

話
通
訳
者
と
交
流
し
た
い
方
。
 

手
話
が
分
か
ら
な
い
難
聴
及
び
中

途
失
聴
の
聴
覚
障
害
者
で
、
手
話
を

学
び
た
い
方
。
 

◇
内
容
・
・
①手
話
実
技
 

②
父
流
（
ゲー
ム
・手
話
コ
ー
ラ
ス
等
）
 

③
講
話
（
聴
覚
障害
者
・
手
話
通
訳
・

手
話
サ
ー
ク
ル
等
に
つ
い
て
）
 

◇
受
講
料
…
無
料
（
入
門
テ
キ
ス
ト
代

と
し
て
1
2
0
0
円
は
自
己
負
担
）
 

入
居
者
に
よ
る
手
芸
品
の
展
示
販
売
、
 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
生
そ
ば
や
カ
レ

ー
 

ラ
イ
ス
の
食
堂
、
お
菓
子
喫
茶
、
ゲ

ー
 

ム
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
 

●

3
月
1
8日
出
 
1
0時
3
0分

、
1
4時
 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園

イ
 

各
種
技
能
講
習
会
 

社
西
北
労
働
基
準
協
会
 

狙
（3
5)
6
3
3
6
 

⑥
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
 

最
大
荷
重
1
ブ
以
上
の
フ
ォ

ー
ク
リ

フ
ト
運
転
 

●

4
月
3
日
の
5
7
日
団
（5
日
間
）
 

9
時
5
1
8時
（
た
だ
し大
型
特
殊
免

許
所
有
者
は
2
日
間
の
受
講
）
 

◇
受
講
資
格
…
大
型
特
殊
、
大
型
・
普

通
自
動
車
免
許
の
所
有
者
（
女性
の

方
歓
迎
）
 

◇
受
講
料
（
テキ
ス
ト
代
含
む
）
 

①
大
型
・
普
通
自
動
車
免
許
の
所
有

者
 

3
1
4
7
0
円
 

②
大
型
特
殊
自
動
車
（カ
タ
ピ
ラ
限

定
付
き
を
除
く
）免
許
の
所
有
者
 

1
3
4
7
0
円
 

◇
申
込
締
切
…
3
月
2
8日
因
か
定
員
8
0
 

名
に
達
し
次
第
締
切
 

⑥
玉
 
掛
 

つ
り
上
げ
荷
重
1
ブ
以
上
の
玉
掛
 

●

4
月
1
0日
囲
5
1
2日
困
（3
日
間
）
 

9
時
5
1
7時
 

◇
受
講
料
（
テキ
ス
ト
代
含
む
）
 

免
除
な
し
 

2
1
7
0
0
円
 

受
講

一
部
免
除

…
1
8
7
0
0
円
 

◇
申
込
締
切
…
4
月
4
日
因
ま
た
は
定
 

員
8
0名
に
達
し
次
第
締
切
 

※
受
講

一
部
免
除
等
詳
細
は
協
会
ま
で
。
 

×
 

平
成
1
8年
度
の
夏
ま
つ
り
「
五
所
川

原
立
侵
武
多
」
に
お
け
る
立
侵
武
多
・

ね
ぷ
た
参
加
団
体
の
申
込
み
を
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
団

体
は
、
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
期
間
 

3
月
1
6日
困
5
2
4日
団
 

※
会
議
所
内
の
申
込
用
紙
に
て
受
付
。
 

◇
申
込
先

・
問
い
合
わ
せ
先
 

五
所
川
原
立
侵
武
多
運
営
委
員
会
 

、
 

ノ
 

金
木
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
利
用
申
込
先

の
変
更
に
つ
い
て
 

農
政
課
 

内
線
3
5
5
 

金
木
総
合
支
所
農
林
水
産
係
 

阻
（
5
3)
2
1
1
1
内
線
2
0
7
 

金
木
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
の

施
設
利
用
申
込
み
は
、
現
在
、
市
役
所

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
4
月
分
か

ら
同
セ
ン
タ
ー
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。
 

金
木
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ

ー
 

皿
（5
2)2
2
6
2
/
(5
2)5
7
1
5
 

税
務
職
員
募
集
 

（
大
学
卒
業
程
度
）
 

仙
台
国
税

局
人
事
第
ニ
課

m
m（
邪）
1
1
11
 
内
線
3
2
3
6
 

国
税
局
や
税
務
署
で
専
門
知
識
を
駆

使
し
調
査
・
査
察
や
指
導
を
行
う
税
務

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
 「国
税
専
門
官
」
 

を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
受
験
申
込
書
の
請
求
…
五
所
川
原
税

務
署
総
務
課
 
皿
（3
4)
3
13
6
 

◇
受
験
申
込
受
付
期
間
（消
印
有
効
）
 

4
月
3
日
回
5
1
4日
囲
 

※
受
験
資
格
や
試
験
期
日
な
ど
、
詳
細

は
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
、
ま
た

は
五
所
川
原
税
務
署
総
務
課
ま
で
。
 

労
働
基
準
監
督
官
募
集
 

青
森
労
働
局
総
務
課
人
事
係
 

阻
0
1
7
(
7
3
4
)
41
1
1
 

労
働
者
の
生
命
と
健
康
を
守
る
厚
生

労
働
省
の
専
門
職
員
「
労
働
基
準
監
督

官
」
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
受
験
申
込
書
の
請
求
 

五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署

皿
（3
5)2
3
0
9
 

◇
受
験
申
込
受
付
期
間
（消
印
有
効
）
 

4
月
3
日
回
、
1
4日
団
 

※
受
験
資
格
や
試
験
期
日
な
ど
、
詳
細

は
青
森
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人事

係
、
ま
た
は
五
所
川
原
労
働
基
準
監

督
署
ま
で
。
 

×
 



出 演 ーョ‘ 

山本謙司ほか 
	

伍代夏子 

相談会場】市役所 3階 第 4 会議室（内線584) 
受付時間】9 時～12時、 13時～15時 

月日 曜 対 象 地 区 ・ 区 域 

3.16 木 三好・中川 

3.17 金 飯詰 

3.20 月 毘沙門 

3.22 水 七和・梅沢 

3.23 木 松島 

3.24 金 栄 

3.27 月 長橋 

3.28 火
  

田町・鎌谷町・鳥森・下り枝・八重菊・ーッ谷
布屋町・弥生町・松島町・湊 

3.29 水
  

川端町・本町・東町・大町・旭町・上平井町・小曲 
田川・岩木町・中平井町・寺町・柏原町・錦町 
幾島町・末広町・蘇鉄・芭蕉 

3.30 木
  

敷島町・雛田・下平井町・幾世森・新宮町・新宮岡
田・新宮松元・長橋橋元・若葉・長橋広野（ 1 番～10番） 

3.31 金 栄町・平和町・蓮沼・不魚住・元町・新町・柳町・湊目地 

問い合わせ 	税務課市民税係 TEL35-21 11 内線424--'426 

五所ii原」凶 

金木地区 
相談会場：金木総合支所税務係窓口
受付時間】9 時～12時、13時～16時 

月 	日（曜） 対象区域 

3.16*. 	3.17園. 
3.22困 

3.20(n) 
金木 

3.23(*).. 	3.24岡. 3.27(fl) 喜良市 

3.28(*). 	3.29(*J. 3.301t) 嘉瀬 

3.31岡 全地区 

問い合わせ金木総合支所税務係皿53-2111 内線137 

需諭地区 相談会場 市浦総合支所税務係窓口
受付時間 9 時～12時、13時～16時 

月 	日（曜） 対象区域 

3.16(*.. 	3.17岡 太田・桂川 

3.20(fl). 	3.22(7J) 脇元 

3.23(*). 3.24国 磯松 

3.27(fl). 	3.28(*) 十三 

3.29iJ<). 	3.30(l) 相内 

3.31岡 全地区 

問い合わせ市浦総合支所税務係正[62- 2111 内線13・14 

開場／17:30 
開演／18:30 
終演／20:15（予定） NHK青森放送局と五

所川原市では、NHK総合
テレビの民謡番組「それい
け／民謡うた祭り」の公開
録画を行います。伝統的な
民謡に加え、ふるさとの唄、 
郷土芸能などで、日本の伝

統音楽を再発見する番組で

す0 

ふるさと交流圏民センター 

オルテンシア 

入場整理券 
が必要です 

観覧申込（入場整理券の申込方法） 

往復はがきの往信用裏面と返信用表面

に、郵便番号・住所・名前（往信用裏面

には電話番号も）を記入のうえ、お申し

込みください。応募多数の場合は、抽選

のうえ入場整理券（ 1 枚お一人様）をお送

りします。ご応募の際にいただいた情報

は、抽選結果のご連絡に使用いたします。 

なお、 NHKでは、受信料のお願いに使

用させていただくことがあります。 

r 問い合わせ 
五所川原市商工観光課 TE[35-21 11 内線382 

Li NH5責参些送員「それいけノ民謡うた祭り」係 
' 	ftLU 1/ - /14- bi 14 http://www.nI-ik.or.jp/aomori/  

I〈あて先〉 9030 -8633 青森市松原2一 1 一 1 

I 	 NHK青森放送局 

I 	 「それいけ／民謡うた祭り」係 
,〈締め切り〉 4月13日困必着 

※ 4 月 3 日（月）以降は、全地区について、市役所税務課内及び総合支所税務係で申告相談を受付します。窓口の

混雑が予想されますので、なるべく上記の日程においでくださるようお願いします。 

五所川原市役所 智35一2111 平成18年 3月15日 10 
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レ喝らんど海遊飼健康教童第ii回『痛みの予防・改善』 
4 月の毎週水曜（全 4 回）に、腰痛、肩痛、 

日時・・・ 4月 5日・12日・19日・26日（水曜日） 

11時45分～13時（講義15分、実技45分） 

場所…し～うらんど海遊館（海遊館ノ＼のアクセス 

は行政連絡バスが便利です） 

持ち物・・・水着、パスタオル、フェイスタオル（レ

ンタルもあります） 

麟癖かt の zaら‘ 
 	 ~一 一」 

膝痛の予防・改善教室を開催します。 

参加費・・・全 4回で ￥4,000（入館料込み） 

必要な方はお弁当も予約できます（別料 

金）。 

申込締切… 4月 4 日（火）または定員20名になり次第 

※応募方法なと詳しくはし～うらんど海遊館まで 

お問い合わせください。 	TEL 27-7373 

’小児マヒ（ポリオ）予防接種 
◆対象年齢…生後3-90カ月未満の乳幼児 

五所川原地区健康推進課容35-2111（内線222 -225) 
金木地区保健センター金木谷53- 2111 （内線154-i 56) 
市浦地区保健センター市浦容27 -7733 

ストレッチ体操教室 
参加者募集 

ストレス解消や心の健康を保っ効果のあるストレッ 

チ体操と、 手軽に始められるテレビ体操などができる 

「ストレッチ体操教室」 を開催します。生活習慣病の 

予防、 今後の健康づくりに役立ちます。 この機会にど 

うぞ、 お気軽に参加ください。 

日 時… 3月24日岡 10時～11時30分 

場 所…保健センター五所川原 

1階 集団指導室 

講 師…五所川原市体育指導委員 

藤田妙子先生 

参加費…無料 

持参するもの・・‘汗拭きタオル、健康手帳（お持ちの方） 

申込方法・・・3月22日困までに健康推進課へ電話で、お 

申し込みください。 

対象地区 接種日 実施場所／受付時間 

松島・長橋・毘沙門
中川・みどり町 

4.7( 

保健センタ― 

五所川原 

12:30--12:45 

南小学区・三好
七和・飯詰 

4.10（月） 

五小学区・松島町・梅沢 4.1 4) 

栄 4.24(q) 

市浦 4.5J() 保健センタ一市浦 
13:0U-13:30 

金木 4.1 3t) 保健センタ一金木 
12: 30-13: 00 

◆持参するものー・・母子手帳と予診票（白色）を記入して

お持ちください。 

【注意事項】発熱など体調の悪いお子さん、他の予防

接種を受けているお子さんは接種間隔についてかかり

つけのお医者さんに相談し、 おいでください。 お子さ

んの健康状態をよく知っている方がお連れください。 

対象地区での接種日に都合がわるく接種できない場合

は、他の地区で接種することもできます。 

＊保健センター五所川原の駐車場がせまいので、市役

所駐車場もご利用ください。 

11 平成18年 3月15日 五所川原市役所 容35-2 111 



’ f.$:1 磁 :t N 地場産品を使ったおやつニプ 
クリーンアスバラガス⑧y に 

五所川原市食生活改善推進員会 

焼きアスパラの和風マリネ 

1 人分 lOkca2 ／塩分1.5g 

与 
0 
マ 

~ 胃 

二・ 
~ 

健康推進言網 容35-2 111（内線003・m・02 
一． 」 	☆  
” 保1建センター釜不 2Sb十in ii（囚線1b4' lbか Ibけ 

☆ * ☆ 保健センター市浦 容2717733 

（ 健康相談 ） 
血圧測定、病気の相談、健診結果、心の相談など保健師

が相談に応じます0 健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

地区 開催場所 開催月日 開催時間 

金木 
喜良市コミュ二テイ 

消防センタ― 
3 月24日囲 10:00へノ11 :00 

（母と子の相談日（ェンゼル教室）) 
お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、 子育ての楽しさや

悩みを話してみませんか。 各地区の開催日は、いずれのご

利用も可能ですので、 お気軽においでください。 

◆内容…各月齢での成長（身体計測）・発達の確認、育児、 

遊び、 栄養（離乳食）の相談、子育て等に関する勉強会、 

情報交換 

◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

開設日 場 所 参 	考 

4月5日水 19日困 
10:00-12:00 
13:00-- 15:00 

※19日午後は予約相談 

保健センタ―

五所川原 

バランスボ一ルで運動 
（ビデオ学習） 
※ボ一)uまセンターで準備有。 
※19日は子育てサ口ンも同時開催。 

4月21日囲 
9:30---11:30 

保健センタ―

金木 
予防接種にっいてのミニ勉強会 

4月26日困 
10:00---12:00 

（受付10: O0~i0: 15) 

保健センター 

市 浦 
予防接種にっいてのミニ勉強会 

ことばの相談日 
4月19日困 

10:00-- 12:00 
※予約が必要です。 

保健センタ―

五所川原 

ことばが遅い、発音がききとり
にくい、どもりなど心配な事に
っいて言語専門員の先生が相談
に応じます。 

（ 乳幼児健診 ） 
◆内 容…小児科診察、歯科診察（ 1歳 6 か月児・3 歳児）、 

身体計測、発達相談、離乳食試食等 

◆実施場所・・・保健センター五所川原 

◆受付時間・・・12: 15-12:30 
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

健診の種類 日 	時 対 	象 	児 

4 か月児 

健 	診 
4月 4 日関 

全地区 

平成17年11月生まれ 

1 歳 6 か

月児健診 
4月25日（火） 

五所川原地区 

平成16年10月生まれ 

（金木・市浦地区は 6 月に実施） 

歳
  

3健
 
児

診
  

4月20日困 
五所川原地区 

平成14年12月生まれ 

（金木・市浦地区は 5 月に実施） 

*3歳児健診については、事前にアンケート記入等があり

ますので、個別に通知します。 

＜お願い＞ 健診に来れない場合等は、ご連絡くだされば

相談に応じます。五所川原地区での実施については、 駐

車場が混雑しますので、市役所駐車場をご利用ください。 

古紙配合率100% 

／■材料（4人分） 

グリーンアスバラガス 	12本 

玉ねぎ（みじん切り）‘・・カップ1/2強 

人参（みじん切り） 	力ップ1/3 
青じそ 	 ・4 枚 

× 

■作り方 

①グリーンアスパラガスは根もとのかたい部分は切り落

とし、ところどころ皮をむいておく。 

② a を容器に入れてよく混ぜ合わせ、マリネ液を作る。 

③焼き網を火にかけて十分に熱し、グリーンアスパラガ 

スをのせ、中火で時々かき回転させながら焦げ目がつ 

くまで焼き、長さを 2--3等分に切る。 

④②を玉ねぎと人参のみじん切りといっしょにバットな 

どに入れ、③を熱いうちに漬け込んで 1 時間ほどおく。 

⑤④をマリネ液ごと器に盛り、千切りにした青じそをの 

せる。 

焦げ目の香ばしさが素材の旨味をひき立て、さっぱり

したマリネ液とよく合います。寒さの中で育てられる野

菜は、寒いが故に病害虫の発生が少ない（農薬が少ない） 

ことや旨味が増すなどの長所があります。安心・安全、 

そしておいしい地場産品を利用しましょう。 

災 	 ク 

く 献血のこ案内 ） 
期 日 時 間 場 	所 

3 月24日囲 10:00--15:30 東芝メデイア機器株式会社 

3 月26日旧） 10: 00'16: 00 工Jレムの街ショッピンクセンター 

3 月30日困
成分献血 

9:30---14:30 保健センター五所川原 

※成分献血にご協力いただける方は 2 月27目までに当課へご連絡ください。 

救急医療当藩医 
月 日 曜日 医療機関名 住 所 電話 

3月19日 日
  

こどもクリニックおとも 
下り枝 8 
長内ビル2階 39・2151 

3月21日 火
  

田辺胃腸科外科医院 旭町40-1 35一 6355 

3月26日 日
  

永田小児科内科医院 ーッ谷549ヲ 34一 5611 

*1，対応時間電話で確認） 9 時から17時まで。 

2 ，その他、消防署（救急病院紹介公34-4999）でも紹介します。 
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出し汁（昆布） 	90cc 
しょう油 	大さじ 2 
酢 	大さじ1と1/3 

a 
レモン汁・・・大さじ1と1/3 
サラダ油・・一大さじ1と1/3 
塩・こしょう・・・各少々 


